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会 議 概 要 
会 議 名 市民参加のしくみづくり検討委員会 第 7回委員会 
日   時 平成 18 年 5 月 13 日（土） 午後 2 時 00 分～4時 15 分 

場   所 八王子市役所 ８０１会議室 

委 員 
大杉覚、保井美樹、前野修、大森一美、齊藤広子、服部星秀、市川晶子、

石田雄一、林春紀、鈴木雅徳、阿部冽、中川和郎、山口幸男 

説 明 者 総合政策部部長 西田和夫 政策審議室主幹 木内基容子 

出

席

者

氏

名 
事 務 局 主査 石渡正起、主任 中山あずさ、主事 三宅智之、主事 羽生勇次 

欠 席 委 員 水野恵子 

議 題 

１ 開 会 
２ 議 事 
（１） 確認事項 

第 5回・6回会議録の確定について 
（２） 市民参加を考える市民フォーラムについて 
（３） 論点整理について 
３ 事務連絡 

公開・非公開の別 公開 

傍 聴 人 の 数 9 名 

決 定 事 項 、 

確 認 事 項 

【第 5回・6回委員会会議録の最終確認】 
  修正案のとおり了承 
【市民参加を考える市民フォーラムについて】 
・ ワークショップは参加者同士が話し合える場とし、より多くの意見を引き

出し収集することを目的とする。 
・ 5つのテーマ例の主旨にそった内容でグループ分けを行う（表現は再度調
整）。グループ分けは、市民、委員共に、本人の意思を尊重し、特に希望

がない場合は事務局で割り振る。 
・ 進行、役割分担等は配付資料のとおり。 
【参加と協働の概念について】 
・ 定義の方向性は資料のとおりとする。行政と市民の関わりの表記など、

指摘を参考に表現を再度修正し、次回提示する。 
【市民と行政との情報共有について】 
・ 窓口であろうとインターネットであろうと、ワンストップで市民が必

要な情報を得られる体制を目指していく必要がある。 
・ 潜在的な需要も含め、情報を必要とする全ての人に情報が行き渡るよ

う、絶えず市民のニーズにあった効果的効率的な方法に見直していく

機会を設け、実効性のある情報提供を目指す必要がある。 
・ 行政が何でも提供するのではなく、市民が自ら必要な情報を取りに行

くことも必要。行政は、情報がほしくても手に入れることができない

人への配慮をしていくことが必要。 
【次回委員会の日程と検討事項の確認】 
次回日程 6月 3日（土）10時から 市役所本庁舎 9階  903会議室 
引き続き論点整理にしたがって議論を進める。 

 


